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・北陸新幹線の開業や東海北陸自動車道の全線

開通など、高速交通網の整備による交流人口

の増加が期待される中、県内外からの来街者

に対して富山をＰＲできる施設、とりわけ

「まちなか観光の拠点」となる施設が求めら

れている。 

・富山市には、「くすり」や「ますの寿し」といった全国的にも知名度の高い、いわゆる

「富山ブランド」といわれる資源が存在する。 

・その一方で、観光客や市民がそれら富山ブランドを体験し富山らしさを感じることがで

きる「富山を象徴」する機能を持つ場所や施設は、市内に点在しており、必ずしも充実

しているとは言えない。 

①歴史的な背景を持つ「くすり」 

・富山のくすりは、300有余年の歴史と伝統を有し、現在

も富山の代表的な産業。 

・歴史的には富山市産業の発展のみならず、全国の物流や

文化交流にも大きく貢献。 

②富山市における産業の礎となった「くすり」 

・薬業は富山市の産業を築く資本の元となった産業である。 

③富山のイメージは「くすり」 

・インターネットによるアンケート調査では回答者の約１

／４が「薬、薬売り、置き薬など」を富山のイメージと

してあげている。 

２．施設のテーマを「くすり」とする理由

１．富山を象徴する拠点施設の必要性
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「くすり関連施設」は、富山市における観光や薬業振興の中核的施設として、「① 富山市の

観光振興」「②「富山ブランド」の象徴」「③ 市民の誇りと愛着の醸成」の３点の実現を目標

とする。 

① 産業界など多様な主体との協働 

② 既存の観光資源との機能ネットワーク化 

③ 中心市街地の回遊性の向上 

４．事業展開の基本方針

３．くすり関連施設が目指すもの

観光客にとって 

・観光の目的地 

・散策の拠点 

・広域観光の拠点 

市民の誇りと 
愛着の醸成 

・地域資源の再認識

富山ブランドの象徴 

・「くすり」ブランドの強化

富山市の観光振興 

・富山市観光のシンボル

市民にとって 

・協働による整備・運営 

・観光客への推奨 

・自ら楽しむ 

くすり関連施設 

◆広貫堂資料館 

◆金岡邸 

◆売薬資料館 

体験・娯楽 

売薬業・薬 健康・癒し・美容 

◆くすり関連施設 

くすり関連施設の
ネットワーク化 

資料収集・展示 

◆くすりミュージアム 

◆池田屋安兵衛商店 

◆富山大学民族薬物資料館 

◆とやま健康パーク 

既存施設とくすり関連施設の位置づけイメージ 
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① くすり関連施設の整備場所 

・くすり関連施設は、城址公園のもつ「シンボル性」、中心市街地への波及効果、城址公園

整備との連携効果などを考慮し、城址公園に整備するものとする。 

② 城址公園内における立地検討範囲 

・城址公園内では、「松川等水辺空間整備検討委員会」で整備が検討されており、一体的な

整備が可能であり、水辺や桜並木といった立地や景観を活かした施設整備が可能な「親水

広場ゾーン」内を検討範囲とする。 

 ③ 課題 

・くすり関連施設の整備に当たっては、現在の城址公園整備との整合性を図るため、関係部

署との協議が必要である。 

・城址公園の景観と調和を図るため、意匠や施設内容については充分検討する必要がある。 

・埋蔵文化財調査が必要である。 

５．くすり関連施設の整備場所

「松川等水辺空間整備検討委員会」

(都市再生整備課)における検討範囲 

くすり関連施設検討範囲 

(約8,000㎡) 
遊びの広場ゾーン 

芝生広場ゾーン 

歴史文化ゾーン 

親水広場ゾーン 
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① 「くすり」と「人」の歩み(くすりの歴史ゾーン) 

・人類が病と闘うため研究開発してきた「くすり」の世界の歩みと現在・未来を、歴史資料や

標本資料を通して効果的に展示・体験するとともに、くすりの発展がもたらす新たな技術や

生活のあり方を紹介していく。 

世界の薬の展示       製薬・売薬資料の展示体験   薬製造体験 

②「くすり」が育んだ文化・技術・産業の継承と発展(くすりと産業ゾーン) 

・３００余年にわたる富山のくすり産業の系譜と、そこから生まれ様々な方面へと発展した産

業や文化を通して、富山のものづくりの技術、文化を紹介する産業観光施設とする。 

富山の「産業樹」               くすりパッケージ  

６．施設内容の基本方針 
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③「くすり」と「人」との新しい関わり方の提案(くすり体験ゾーン) 

・市民にとって親しみやすく観光客のニーズも高い、「くすり」の一つの側面である「美容」、

「健康増進」、「癒し」について、五感を通して楽しめる体験施設とする。 

・観光と集客を目的とし、「くすり」を通したサービスを提供する、にぎわいのある空間。 

・「美容」や「癒し」といった新しいくすりのありかたとライフスタイルの提案ならびに体験。 

水辺空間を活かした足湯          健康相談               和漢美容コーナー

④観光拠点としての交流やにぎわいの創出(観光交流ゾーン) 

・富山市観光のインフォメーション施設として、他のくすり関連施設とのネットワーク化を図

り、富山市のまちなか観光の拠点としての機能を持たせる。また、娯楽性のある物販や、薬

膳を取り入れた飲食(軽食)施設により交流とにぎわいを創出する。 

・薬膳コーナー 

・観光物産コーナー 

・観光案内コーナー 

・多目的スペース 

   薬膳カレー     ハーブランチ      健康食品やくすりの販売        くすりグッズ 
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①施設構成 

・柔軟な平面構成によるニーズの変化や内容の陳腐化に伴う変更に容易に対応できる構造 

・老若男女、障害を持つ人、外国人など多様な利用者に対応できるユニバーサル対応 

②配置 

・城址公園全体計画のコンセプトや、文化財や既存樹木との関係に配慮 

・松川沿いの立地を活かし、水辺空間との関係を活用、周辺施設との回遊性 

③意匠 

・城址公園全体の景観から突出しない意匠 

規模及び整備費は、立地場所や整備内容からおよそ以下のように想定される。 

規模  約1,500～2,000㎡ 

展示体験系施設   ：約500～700㎡ 

飲食物販観光案内  ：約500～700㎡ 

共用・管理        ：約500～600㎡ 

整備費 約１５～２０億円 

① 運営の考え方 

・民間のアイデアやノウハウを活用した事業運営を行う。 

② 事業推進体制 

・施設整備の段階からの産業界や研究教育機関と連携・協力、一体的な推進体制の構築 

1) 産業界の役割 

・観光集客施設として行政の発想を超える体験施設や飲食物販施設の運営、イベントの企画

など、民間ならではのアイデアとノウハウの提供 

・くすり関連の最新技術資料や製品、過去の歴史資料の提供 

・産業界からの積極的な参加と協力 

2) 研究教育機関の役割 

・健康相談コーナーなど専門知識が必要とされるコーナーの運営協力・人材協力 

・展示内容の監修や人材協力、収集資料の提供 

③富山市の役割 

・建設主体としての事業枠組みの確立と推進 

９．施設の運営計画 

８．施設規模および整備費のイメージ 

７．施設の配慮事項 
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H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 

１０．施設整備スケジュール 

基本
設計 

運営管理計画 

建設工事 
コンテンツ制作 

埋蔵文化財調査 開設準備 

実施
設計 

展示
設計 

開
設

提案

協議 
新
幹
線
開
通

検討委

員会 


